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「震災をチャンスに !」 仙台直通の
40年の夢叶う !　女川線開通
　　　　　　　　蒲鉾本舗高政　高橋正樹さん
　女川町の復興の若きグループの一員として、
これまでの震災からの再建に取り組んだ、蒲鉾
本舗高政・取締代表室長の高橋正樹氏の話に、
南三陸町の新しい町づくりの在り方と、今後の
取り組みの姿形のヒントをもらった。
　女川町は鉄道での町づくりを考えたと言う。
過疎の町のイメージの女川駅は終点の町だった。
しかし、全国に繋がる線路であり、「女川町を始
発に全国に町を発信して行く !」と言う。女川駅
について JR 東日本からは「駅を自由に造って下
さい」と言われ、無人駅として、三階建てで「湯
ポポ」も造った。
　震 災 前 に「10013 人」が 住 ん で い た 町 は、
872 人が津波で亡くなり 8.７％の人口が減り、
その数は 11 人の内１人が亡くなったことになる
と悲劇を伝えた。
　駅 か ら 見 え る

「日 の 出」を ブ ロ
グにアップした所、
多くの町外にいる
町民が「町に帰っ
て来たい」との気
持ちになった、と
言う。現在 6 千人
に人口が減少して
いる。その現実を受け入れたと言う。定住人口 
が減るのはしょうがない、「プチ移住」など定住

　気仙沼市主体の「婚活セミナー」が開催された。
会場は本吉の公民館で、会場には 40 名の独身者
や家族が集まり熱心に、佐藤律子講師の話しに

も増え、起業する方も増えている。5 月には仙
台市から女川町への「直通」も開通し、町と人
を繋ぐ。そんな中で「BRT のデメリットは判ら
ないが」、と前置きした上で、現在ライブスタジ
オを造ろうと思い、「酒と肴の音楽の町」を目指
している。3 月 26 日のイベントも企画され、石
巻駅では何でもすると、「増便」も考えていると
言う。電車だと 3 万・4 万・5 万人の人を呼び
込めるが、はたして「BRT」で 2 万・3 万人を
集められるだろうか ?　女川町は駅の整備により、
人を集められる状況を作ったと言う。現在は 1.5
倍の観光客が町を訪れるようになったとも話す。
　仙台と女川間の直通便は、町民の「40 年来の
夢」が叶う事となった。前置きで、女川と南三
陸の町は同じような所と言い、震災を「自分た
ちはチャンスにしないといけない !」、こんな考
えで若者たちは震災復興に取り組んだ、と結んだ。

JR 大船渡線・気仙沼線全線の
早期復旧を実現する集いにて

気仙沼市「婚活セミナー」in 本吉気仙沼市「婚活セミナー」in 本吉

聞き入り、質問なども多く 30 分もオーバーした
講演会だった。
　仙台初のレストランウエディング事業や、結
婚情報誌、婚活出会いパーティーなどを企画し、
これまで１千組の出会いを実現し、結婚まで人
と人を結びつけてきた。キーワードは「45 歳」
と言う。30 歳前後は結婚の希望は以外とかなう
が、45 歳は男女とも結婚実現の境にあるという。

「相手への希望を一つにしなさい」「死ぬ気で婚
活しなさい」と語り、男
性には「清潔感と身なり
が必要」で、女性は「か
わいく・綺麗になる事に
努めなさい」と語る。
講演の始まりは「どの時
代に生きて来たのか」を
知る事と言う。その世代
で結婚観や家庭の状況、
結婚に対する考え方が違
い、それを分かっていないと独身者も、家族も
結婚のゴールは出来ないと言う。両親の生活に
その理想を描き、子どもの結婚に対する考えが
違うと言う。両親が仲良く子どもの為に楽しく
生活していると、子ども達も早く両親のような
結婚と子どもがほしくなると言う。逆に苦労ば
かりで楽しい家庭でなかった両親夫婦を見て、
父のように、母のようになりたくないと、結婚
への強い意織や願望が無く、婚活しての異性に
対する求めも、過剰になると結婚はなかなか出
来ないと言う。
　相手を求める前に自分を知り、自分の意識を
変え磨く。普段の生活も自分で生きる道を築き、
親は自分の老後や跡継ぎに子どもをたよらない。
ここを理解し婚活する事で、45 歳を過ぎる男女
に結婚の道が開けると言う。

　広島の「愛の福袋」の被災地の住民に寄り添
う支援活動で、大震災で多くの苦難を乗り越え
た戸倉小学校への福袋支援と、山口県の小学校
の交流を取り持つ活動が去年あった。団体の一
人の会員がお世話役
として、今回は卒業
生に井上わこ「盲導
犬キャンペーン」の
チョコレートを贈っ
た。南三陸町での受
け皿に、袖浜の「明
神崎荘」佐々木さん
の奥さん（広島出身）がなり、その役目を果た
す事となった。

井上わこさんの活動から

井上わこの「盲導犬キャンペーン」井上わこの「盲導犬キャンペーン」
戸倉小へチョコをプレゼント戸倉小へチョコをプレゼント

　戸倉小学校は震災後に 3 度も学校が替わり、
今年の卒業生は全壊した戸倉小学校から、震災
後新しく新築された戸倉小学校まで、4 つの学
校を点々として来た。当時一年生だった。こん
な小学生は多くの被災自治体の学校でもないだ
ろう。３月の卒業式のお祝いのチョコレートと
なった。

広島市　南三陸町明神崎荘被災地支援活動
磯崎英明様から

今回、盲目の艶歌歌手である井上わこさんの
「盲導犬キャンペーン」の活動があり、これ
まで 23 頭の盲導犬を失明した方々に寄贈し
ています。
不慮の事故で明かりを失い、東日本大震災の
数日後に亡くなった井上わこさんは、「被災
地を元気づけたい !」と話していた。姉の意
を継ぎ妹の赤崎帯子さんが、広島市の磯崎さ
んの南三陸町での戸倉小学校との交流を聞き、

「盲導犬キャンペーン」のチョコレートを贈
りたいと、南三陸町と交流関係の明神崎荘の
佐々木珠美さん ( 広島出身 ) にその思いを託し、
今回のチョコレートを戸倉小学校の卒業に合
わせ寄贈をするものです。

南三陸町　明神崎荘  佐々木昌則さんへ
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蒲鉾本舗高政　高橋さん蒲鉾本舗高政　高橋さん

本吉公民館に気仙沼市民の
　独身者・家族が集まった
本吉公民館に気仙沼市民の
　独身者・家族が集まった

講師  佐藤律子氏講師  佐藤律子氏

　夜６時からの「音楽の夕べ」は心休まるひと
時だった。広島で活躍するシンガーソングライ
ターの「森本ケンタ」さんと、国内に２個しか
ないクラヴィオーラの演奏者「折重由美子」さ
んの、ミニコンサートに魅了された。震災後に
被災地への「足長おにいさんブロジェクト」を
続け、南三陸町の小中学校や福祉施設・イベン
ト会場で、被災地の人たちに音楽で寄り添った。
全国を回り募金活動もしていて、継続する事の
大切さを「阪神大震災」で体験し、5 年目を迎
える活動も「これからも続けて行く」と力強く
話してくれた。

 「感謝をこめて　　
　素敵な音楽と美味しい食事を！」
　ＷＦＷＰ（国連ＮＧＯ世界女性連合）広島支部の、
東日本大震災の被災地への「愛の福袋」を届ける
支援活動を始め５年目を迎えた。多くの方々のご
協力により、ここまで続けることが出来たと話す。
支援の拠点として南三陸町袖浜の民宿明神崎荘様
の奥様が広島出身だったのでお世話になり、復興
の現状や避難生活者の実態などを教わりました。
　明神崎荘様が再建１周年を迎えるにあたり、ご協
力頂いた皆様に日頃の感謝の気持ちを「音楽の夕べ」
と題し、おもてなしの場に招待をした。石巻市・気
仙沼市や、南三陸町の仮設で暮らし交流を持った皆
さん、ボランティアで町の復興に取り組む方や、明
神崎荘さんの再建を支援する方が集まった。

音楽の夕べ音楽の夕べ明神崎荘明神崎荘

　ＷＦＷＰ広島
支部の支援プロ
ジェクトは、女
性の支援として

「目と目の交流
が で き る よ う
に」と、南三陸
町の被災者に「愛の福袋」を届け、話を聴き寄り
添う事から始まった。
　支援の歩みでは、2011 年４月下旬に、今、必
要とされるタオルを段ボールで届け、５月には
福島にワカメを送った。その後に貸切バスで会
員が石巻市といわき市を訪問した。福島の中学
生にはピアノを贈り、被災地に広島市長とこど
も達のメッセージを届けた。また、山口・兵庫・
静岡・富山など多くの会員が、被災地へ観光・
買物支援に訪れている。
　

「愛の福袋」支援の歩み報告会「愛の福袋」支援の歩み報告会
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復興！　大津波の記憶を風化させない

12 月の出来事～ 地元報道より ～
平成27年（2015年）

◇南三陸町の給食センターが高台の志津川中央
区の小学校裏側に 28 年度に着工し、29 年２学
期から稼働供給する。

◇JA南三陸では復旧水田の新米試食会を開催した。

　南三陸町河川の今季はサケ遡上の激減によ
り、海サケからも採卵を始める。主要河川の
八幡川・水尻川でのサケ数は 1004 匹で、採
卵数は 119 万粒（11 月 29 日現在）で、北上
川などの移入卵を含めても 361 万粒で、目標
の 1200 万粒の３割にとどまっている。志津
川湾の「海産親魚」からの採卵を今後実施する。

◇南三陸町が実施している「介護職員初任者研
修」で、外国人や高校生など 18 人が修了した。
介護職員不足のなかで担い手職に町が実施した。
通常は資格取得に８万～ 10 万円かかるが、町は
受講料を１万円に抑えて実施している。

◇南三陸町では入谷・名足の災害公営住宅の計
４戸と、町営住宅第２北の沢住宅の空き室の入
居者を募集する。

◇南三陸町教育委員会は仙台大学と共同で、震
災による仮設生活による子供たちの体力低下が
心配されている。今回は幼児を対象に測定し、
調査で実態を把握し対策を講じる。同大学が幼
児向け調査は県内で初めて。

◇南三陸町は震災後の人口減少や少子化対策と
して、現在の出生率の「1.07」から「1.20」の
引き上げ目標達成のために、子育てクーポン券
配布や移住定住への家賃補助など、対策を統合
戦略で展開する。

◇南三陸町の町民バスは４月から有料化され、
これまでの民間業者が運行を継続する。

◇南三陸町立入谷小学校（児童 36 人）が、大日
本蚕糸会から「蚕糸絹文化学習教育奨励賞」を
受賞した。児童が取り組んだ「養蚕学習」が高
く評価された。

◇６日南三陸町入谷桜沢の国道 398 号沿いに、
町内初のビジネスホテルが開業となった。お盆
やお正月でも南三陸町に宿泊する所が少なく、
格安なビジネスホテルの必要性が求められてい
た。短期宿泊料金が一泊 6200 円（シングル）、

長期宿泊には割引もある。

◇志津川高校（山内松吾校長）の情報ビジネス
科の生徒達が、自分たちで創作した「南三陸思
い出かるた」を志津川小学校に寄贈した。「皆楽
しい歌津恋来い祭り」「えいがかん芸術薫る十日
町」などの句がある。

◇10 日チリ地震津波で被災した事で、南三陸町
とゆかりのチリ政府代表団が防災で南三陸町を
視察した。志津川高校の仮設入居者 10 人と意見
交換し、被災し残ったモアイ像の頭部がある志
津川高校のモアイ像の前で、記念写真を撮り教
員とも交流を深めた。

◇南三陸町のマイナンバー送付状況を発表（12
月12日現在）した。町への返送が6.4％（298通）
に上った。郵便局での保管が終了した物が 76 通
で受け取り拒否が１通だった。返送分の窓口受
け取りが 139 通あり、全体で 3.4％に当たる
100通がまだ届いていない。

　南三陸病院が 14 日開業した。自衛隊の患
者輸送車両６台と、近隣の救急車４台により、
登米市米山の診療所から入院患者 22 人の搬
送がおこなわれた。震災から４年９ヶ月の米
山の仮の病院での診療を終えた。１月には透
析も再開する。
　併設された「総合ケアセンター」も同日業
務を開始し、初の乳幼児健診がおこなわれた。
外来診療は 16日から始まる。

◇南三陸町入谷地区で、桃やツツジ植樹の「花
見山プロジェクト」を立ち上げた。将来は南三
陸の名所にと、住民がこれまで 450 本を植樹し
てきた。植樹場所には記念の看板が設置された。

◇「三陸道」の志津川（小森）の開通が、米谷か
らの 11.1 ㎞間でのり面８カ所に亀裂が見つかり、
28 年度内を目指し対策工事をすることが、国交
省仙台事務所より発表された。

　南三陸病院の医師から看護師、薬剤師など
スタッフの不足が深刻となっている。入院病
床が米山診療所の 38 床から 90 床に大幅な増
設となり、看護師・看護助手が 58 名で対応
している。１月18日からは人工透析も始まり、
厳しい運営状況となっている。慢性的な医師
不足は、常勤医師４人に、東北大学よりの医
師派遣が３人いないと診療できない、病院の
新たな船出となっている。

◇志津川高校で佐藤仁町長のトークイベントが
あり、生徒と意見を交換した。その席上で復興
の力になってと、生徒に語りかけた。

◇南三陸町立戸倉小学校（山内順校長）で、児

南三陸町

童３・４年生 28 人が、復興工事の関係者に交通
安全を願い「繭のお守り」を贈った。

◇南三陸町防災集団移転で 11 団地 46 区画の空
き地が発生し再募集をする。

　南三陸町の『復興祈念公園』の設計がまと
まり、30 年４月の開業を目指す。防災対策庁
舎を中心に６ha を整備する。総工費は 12 億
円の復興交付金を利用し、八幡川西側は「祈
りの丘」とし、20mの築山も設ける。
公園設計のコンセプトは「追悼」「継承」「感謝」
「想像」「協働」で、来訪者が植樹や維持を通し、
震災の教訓を語り継げる場とする。

◇東日本大震災の津波で職員 43 名が犠牲になっ
た南三陸町の「防災対策庁舎」が、22 日震災から
20年間（43年まで）県に引き渡し「県有化」された。

　新国立競技場の建設設計のコンペで、志津
川市街地のグランドデザインを設計した建築
家の隈研吾氏の案が採用された。10 月に国際
認証を得た地元木材（南三陸杉）があり、東
京五輪などの国連施設に優先的に関連施設や
グッズにも利用される。志津川との緑の深い
隈氏のデザインが決定した事で、南三陸杉使
用に期待がふくらむ。

◇25 日に「第３回沿線自治体首長会議」が開催
され、国交省副大臣と JR 東日本との会議の中で、
大船渡線は BRT を了承し、気仙沼線も登米市と
南三陸町は BRT で全線復旧を了承したが、気仙
沼市はもう少し議論が必要と結論を持ち越した。

◇南三陸町の被災者主婦らの、手作りの来年の
えと「申」の縫いぐるみが東京・関東の百貨店
で人気を集めている。小物はファッションデザ
イナーの芦田多恵さん（東京都）の協力で販売
されている。

◇南三陸町は仮設住宅の集約について「特定延
長」を検討している。町の仮設の供用期間は震
災から６年の来年度まで一斉延長することを決
定した。29 年度からは仮設入居者へ個別対応し
ていく。

◇南三陸町の志津川地区で被災した古澤孝夫さ
ん（89）は、南方の仮設住宅から帰還した被災
世帯は初めて。ベイサイドアリーナ向かいの志
津川東区東工区の 15 世帯の場所への新築で、４
年ぶりに古里でのお正月を迎える。

◇南三陸町の病院建設支援での相互交流の一環
として、台湾からの初めての修学旅行を迎えた。
来町したのは、台湾の国立台南第一高級中学校
の生徒 72 人。宿泊は入谷地区を中心とした山里
の民泊 15軒を利用する。

気仙沼市

南三陸町と気仙沼市の復興の進捗と問題を
比較して見れます。

◆気仙沼市の 26 年度の市債（借金）は約 555
億円で、市民１人当たり 83 万円となり一世帯
213 万円となった。一般会計１人に使われた額
は約 204 万円で復旧復興に使われ、震災前の５

倍となった。

◆ハローワーク気仙沼の発表によると、求人倍
率が震災後最高の「2.06 倍」となった。被災地
の水産加工場の再開がその要因。

◆県漁協気仙沼・大谷市場のアワビの 12 月の事
前入札で、10K 当たり６万 7550 円～６万
6100 円と、11月より約８千円安くなった。

　気仙沼市の財政の推計見通しは、財政町政
基金を取り崩し収支不足になっている。27 年
度末で 137 億円は、31 年度末には 32 億円
まで減少する。このうち復興関係を除くと、
本来の市の「貯金」となる通常分は 58 億円
から 1900 万円まで減る見込み。

◆気仙沼市いじめ対策協議会が開催され、いじ
め問題の防止と早期発見に、関係機関が連携し、
確認した。10 月末までに「軽度」も計上し 67
件を確認した。

◆気仙沼市は「三陸新報」と販売店が「高齢者
見守り協定」を結んだ。包括支援の大きな戦略

として期待される。

◆気仙沼市議会はタブレット導入を検討してい
る。「ペーパーレス」を目指し経費削減のメリッ
トを探る。来年２月末をめざし検討する。

◆気仙沼大島の浦の浜・磯草地区の防潮堤の高
さについて、当初より 30cm 引下げ、２段階で
傾斜をつけ 7.5m で建設、景観にも配慮した案
に住民も大筋で合意した。

　15 日の気仙沼市議会で、熊谷雅裕議員の一
般質問にあたり、議員が続々と退席し定足数
を割り一時中断し、他の議員のボイコットに
より質問を取り下げる前代未聞の事態が発生
した。背景には飲酒運転疑惑と議員からの辞
職勧告がある。議長を除く 21 人の議員の中
で 18人が退席した。
熊谷氏は「任期中の職責を果す」と言っている。

◆気仙沼のサンマの水揚げは、大船渡に次ぎ全
国３位となり、２年連続「本州１位」にはなら
なかった。

◆気仙沼中学校は、生徒が「撲滅宣言」をして、
いじめゼロを誓った。

◆市職員の震災後の一部未払い金の３億９千万
円を、議会の補正予算で支給を可決した。時効
分は４億円にのぼる。

◆気仙沼市唐桑の観光地「巨釜」に缶などのポ
イ捨てが目立つようになった。当初は自動販売

機の脇に缶入れ箱を設置していたが、弁当や一
般ゴミが入れられたため撤去した。缶・ペット
ボトル入れ箱がないため、自販機の周辺にゴミ
が目立つようになった。観光協会ではゴミは持
ち帰るよう貼り紙もしている。

◆気仙沼市の道の駅「大谷海岸」で「あわびま
つり」があり、450k が１時間で完売した。19
日の午前９時からの販売で、アワビは 1k 限定で

8500 円で販売された。

◆気仙沼市議会で、市内朝日町の造船団地土地
取得を可決した。まずは、1.5ha３億６千万円を
取得する。

◆気仙沼湾横断橋工事で 18 日クレーンが横転し
たが、ケガ人はいなかった。

　気仙沼市への「ふるさと納税」が、今月 22
日まで昨年の件数の３倍（7269 件）となり、
金額では２倍の１億 1336 万円に上った。イ
ンターネットによる納税申し込みは手軽と
あって９割にのぼる。

◆気仙沼市の 26 年度に男性職員１人が「育児休
業」を取得。

◆気仙沼市本吉に、パネル４千枚 330 世帯分の
市内最大規模のメガソーラーが完成した。

◆気仙沼市立鹿折小学校の６年 1 組は、全国ダ
ンスコンクールで準優勝に輝いた。児童が目標
に向かい、心を一つにして実力を出しきった。

● ●
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